
有
明
八
幡
神
社
祭
/有
明
獅
子
舞
（
９
月
１４
日

有
明
八
幡
神
社
祭
/有
明
獅
子
舞
（
９
月
１４
日
））

メ
ー
ル
登

メ
ー
ル
登
録録

☆
登
録
ご
希
望
の
方
は
、

お
名
前
を
添
え
て
送

信
願
い
ま
す
。
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１　健全化判断比率及び資金不足比率の概要について

　平成１９年６月に公布された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、

地方自治体が財政の健全化を判断するための４つの指標（健全化判断比率）と、公

営企業ごとに経営状況を明らかにする指標（資金不足比率）の公表が平成１９年度決

算から義務付けられました。また平成２０年度決算からは、この各指標のいずれかひ

とつでも基準以上になった場合は、財政の早期（経営）健全化や財政の再生を図る

ための計画策定が必要となります。

２　本村の健全化判断比率

　本村の平成２７年度の健全化判断比率は、平成１９年度から引き続き、いずれも早期

健全化基準を下回っています。そのうち、実質公債費比率は平成１９年度に１８．０％を

超え、起債許可団体となっていましたが、平成２０年度以降は基準を下回っており平

成２７年度においても標準財政規模の主要素となる普通交付税が増加したことから、

比率は前年度より０．５％マイナスとなり、更に改善されています。今後も一層の財

政の健全化に努めます。

３　本村の資金不足比率

　平成２７年度の資金不足比率は簡水会計、農集会計とも経営健全化基準を下回りま

したが、簡水会計については、これまで整備された施設の公債償還などが増加する

見込みであり、引き続き更なる健全化に向けた経営改善に取り組みます。

平成２７年度

北海道初山別村健全化判断比率及び資金不足比率につ い て

（単位：％）

将来負担比率実質公債費比率連結実質赤字比率実質赤字比率区　　分

－ ５．９－－初山別村

３５０．０２５．０２０．００１５．００早期健全化基準

３５．０４０．００２０．００財 政 再 生 基 準

＊実質赤字額又は連結実質赤字額又は将来負担額がない場合は「－」で記載されます。

＊基準は市町村の財政規模によって異なります。

（単位：％、千円）

備　　　考資金不足比率特別会計の名称

４０，６４０（事業の規模）－簡易水道事業特別会計

１５，６３０（事業の規模）－農業集落排水事業特別会計

２０．０経営健全化基準

＊資金不足額がない場合は「－」で記載されます。
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９月のこ んなこ とあんなこ と

月
２
日
、
初
山
別
村
に
も
「
ト
ド
ッ
ク
ス
マ

イ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ト
ド
ッ
ク
ス
マ
イ
ル
キ
ャ
ラ

バ
ン
と
は
、
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ

が
　
周
年
を
迎
え
た
感
謝
を
込

１０
め
て
北
海
道
１
７
９
市
町
村
を

回
る
企
画
で
す
。

　
記
念
品
贈
呈
式
の
後
、
宅
配

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
ト
ド
ッ
ク
」に
、

み
さ
き
台
公
園
を
は
じ
め
と
す
る
絶
景
や
名
産
品
、

岬
の
湯
を
「
村
の
イ
チ
オ
シ
」
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
宣

伝
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
９
月
２
日
）

「
ト
ド
ッ
ク
ス
マ
イ
ル
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
が
初
山
別
に
来
ま
し
た

　８月２９日のイメージキャラクター選考委員会にて、応募

総数１６７点の中から塩﨑榮一さん（大阪市）の「しょさまる」

に決定しました。

　選考委員は村内事業所等から選出された９名であり、事

前に各団体にて１６７点の中から３点に絞っていただいた案

（計１５点）の中から選考しました。

　今後、この原画（右図）をもとに細部を補正調整します。

決定稿および着ぐるみの完成は３月頃を予定しております。

お楽しみに！

初山別村イ メージ キャラク ターが決定し まし た ！
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

《応募時のプロフィール》

初山別村に出没する妖精。天文台を

かたどった帽子・ハスカップの首飾

り・まふぐのポシェットをつけてお

り、耳は流れ星になっている。

し
く
初
山
別
診
療
所
の

医
師
と
し
て
赴
任
さ
れ

た
、
黄
士
哲
（
こ
う
し
て
つ
）

医
師
の
辞
令
交
付
式
が
村
長

室
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
李
文
傳
（
り
ぶ
ん

で
ん
）医
師
と
交
替
で
診
療
を
行
う
方
針
で
す
。

（
９
月
１
日
）

　
ま
た
、
診
療
所
が
台
湾
人

医
師
の
２
名
体
制
に
な
る
こ
と

に
際
し
、
台
湾
の
総
領
事
館
に

相
当
す
る
台
北
駐
日
経
済
文

化
代
表
処
札
幌
分
処
の
処
長

陳
桎
宏
（
ち
ん
し
こ
う
）
様
が
、

奥
様
と
と
も
に
初
山
別
村
を

表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。（
９
月
２
日
）

新 村
新
医
師
辞
令
交
付
式

成
　
年
度
中
に
１
０
０

２８
歳
を
迎
え
る
本
間
勝
治

さ
ん
（
現
在
　
歳
）
へ
、
宮

９９

本
村
長
よ
り
お
祝
い
状
と
記

念
品
（
銀
杯
）
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
（
９
月
　
日
）

１３

平 お
め
で
と
う
！
 １
 ０
 ０
歳
記
念

９
天
候
等
で
一
度
延
期
と

な
り
ま
し
た
が
、
無
事

に
町
内
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
村
内
の
３
町
内
会
が

エ
ン
ト
リ
ー
し
、
爽
や
か
な

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
熱
戦
の
結
果
、
優
勝
は
ふ
じ
み
町
内
会
チ
ー
ム

と
な
り
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

（
９
月
　
日
）

１５

町
内
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

悪



吋

 
月
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
」
は
、

★
じ
ゆ
う
あ
そ
び
　
で
し
た
。

（
９
月
　
日
）

１４

★
「
お
茶
の
間
懇
談
会
」
の
模
様
は
、　

月
号

１１

に
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今

年
も
自
然
交
流
セ
ン

タ
ー
に
て
敬
老
会
が

開
か
れ
、
村
内
の
３
９
２

人
の
高
齢
者
が
集
い
ま
し

た
。
　
祝
宴
は
ふ
じ
み
保
育
所

の
園
児
達
に
よ
る
遊
戯

（
北
島
三
郎
の
「
ま
つ
り
」）

や
歌
の
披
露
の
後
、
お
祝

い
の
言
葉
を
述
べ
、
参
加
者
を
和
ま
せ
ま
し
た
。

　
歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
演
歌
歌
手
の
宮
﨑
佳
子
さ
ん
・

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
阿
部
卓
馬
さ
ん
の
歌

声
に
、
会
場
は
聞
き
入
り
ま
し
た
。ま
た
、
ダ
ン

サ
ー
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ペ
ル
シ
ェ
ン
ベ
の
皆
さ
ん
に

登
場
し
て
い
た
だ
き
、
エ
ジ
プ
ト
の
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス

を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
は
参
加
者
全
員
の
万
歳
三
唱
で
会
は
締
め

く
く
ら
れ
ま
し
た
。（
９
月
８
日
）

今

●９月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

村医師辞令交付式１昭

トドックスマイルキャラバン来村
台湾総領事来村

２晶

敬老会８昭

北海道大学スポーツ合宿（～１７日）１３昇

有明獅子舞奉納
北大生による臨時家庭教師（～１５日）

１４昌

減塩教室２０昇

しょさんべつ秋の味覚！感謝祭 ！！２４松

村民総監視２６捷

お茶の間懇談会（有明）
交通安全街頭啓発

２７昇

お茶の間懇談会（初山別）２８昌

平
成
　
年
度
 
初
山
別
村
敬
老
会

２８

☆
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
「
９
月
号
」

明
八
幡
神
社
祭
に
て
、

今
年
で
復
活
か
ら
３

年
目
と
な
る
、
村
の
無
形

文
化
財
「
有
明
獅
子
舞
」が

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。有
明

獅
子
舞
は
有
明
獅
子
舞
有

志
の
会
を
中
心
と
し
た
メ

ン
バ
ー
に
よ
っ
て
、
準
備
を

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
演
目
を
一
部
追

加
・
変
更
し
、
昨
年
よ
り

も
２
つ
多
い
８
つ
と
な
り

ま
し
た
。

　
観
客
か
ら
は
、
迫
力
あ

る
天
狗
を
見
て
泣
き
出
す

子
ど
も
が
出
た
他
、
演
目

「
傘
踊
」
に
て
天
狗
が
地
面

を
転
が
る
場
面
（
左
上
の

写
真
）で「
お
お
～
っ
」
と
声

が
上
が

る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
演
技
に

見
入
り
ま
し
た
。

　
村
の
貴
重
な
伝
統
芸
能
が
、

今
後
も
存
続
・
発
展
し
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
９
月
　
日
）

１４

有 有
明
八
幡
神
社
祭

初参加！葛
　砂原　葵夏

ちゃん

初参加！葛
　砂原　咲椛

ちゃん

滑初参加！
　長坂　蓮斗

くん
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《事務所》
多世代交流施拠点施設

繋小屋
電話・F AX ６７－ ２７１７
ｓｓｂ． ｏｋｏｓｈｉ＠ｇｍａｉｌ． ｃｏｍ

ｆａｃｅｂｏｏｋページ
ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ． ｆａｃｅｂｏｏｋ．
ｃｏｍ/ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ．ｏｋｏｓｈｉ

【御礼】
９／１４当日は、天候にも恵まれ無事に有明獅子舞奉納を行うことができました。村

内外から多くの皆様にご来場いただき、誠に有難うございました。

　今年度は昨年度に比して演目数・有志の会会員数・練習回数が増加し、特に女性

の会員数増加　（２名→７名）が目立つ演舞でございました（表１）。小天狗、大天

狗、手踊り、笛、太鼓と、ほぼすべてのパートに新メンバーが加わりました。

　有明獅子舞有志の会では、引き続き演技者や演奏者を募集しております。下記ま

でお気軽にご連絡をお待ちしております。【堀】

　【お問合せ：０１６４－６７－２７１７（火～金曜 ９：００－１７：００）担当：堀】

表１－有明獅子舞演舞の規模
（平成２６年～２８）

Ｈ２８Ｈ２７Ｈ２６

４３３獅子舞

演目数 ４３０手踊り

８６３合計

２８２５１７男　性
有志の会

会員数
７２１女　性

３５２７１８合計

１６７６練習回数

９／１５・１６共成神社祭に参加しました！
有明獅子舞の翌日は共成地区の神社祭が行われました。このお祭りは隣町遠別町の歌越地区と合同で開かれ

ることが特徴的です。かつては歌越としてひとつの集落だった二地区。市町村として行政的な区分けをされ

るときに別々の地区となりましたが、今なお絆は変わらずお祭りを一緒に行っています。１５日は宵宮、１６日

は焼肉＆鮭のちゃんちゃん焼きやビンゴ大会が行われご馳走とともに大変盛り上がりました！

　参加者の方からはこんな逸話も…。かつて三味線とギターで唄い人気を博した３人姉妹「かしまし娘」、そ

の長女の歌江さんは旅回り一座の両親が歌越に滞在中に出生され、生地にち

なみ名付けられました。かしまし娘としての成功後、歌江さんは自らの生い

立ちを知るため歌越に訪れ、住民に生家やその頃のことを教わり涙を流した

そう。（なお、ネット上では歌志内生まれとの情報もあります。）【坂本】

（写真）大きなちゃんちゃん焼き！

　　　　　　新鮮な野菜も鮭もある地ならでは (*̂ω *̂)　→

　読書の秋、スポーツの秋、そして食欲の秋ですね。涼しくなり、食欲が湧いてきた

方も沢山いらっしゃるのではないでしょうか？

　初山別の秋の味覚といえば、秋サケではないでしょうか。この秋サケはシロサケと

呼ばれる鮭で、北海道では秋味とも呼ばれます。山形や新潟の川に戻ってくる鮭は、

成熟途中で目と口の間の長さが短いので、目近（めじか）と呼んでいるそうです。

　また、秋サケに混じって鮭児（けいじ）と呼ばれる、油ののり具合が良い、一匹数千

円もする鮭もあるそうです。オホーツク海を回遊し、翌年以降にロシアの川に産卵する未成熟魚です。一万匹のう

ち、１～２匹しか獲れない高級魚です。

　初山別では風連別川に鮭がたくさん遡上します。釣り人たちも、鮭釣りに興じる時期ですね。

　さあ、鮭の話しを聞いたら、鮭を食べたくなってきたのではないでしょうか。鮭茶漬け、鍋も良し、チャンチャン

焼きや石狩汁も美味しいですね。生身を冷凍して半解凍状態でいただくルイベというものもあるようです。もちろん

僕は焼き魚が一番です。

　鮭の美味しい食べ方を知ってる方がいらっしゃったら是非教えて下さい。【津村】

草刈舞

らん丸 傘踊



　
平
成
　
年
６
月
　
日
、
現
・
村
地
域

２８

２３

お
こ
し
協
力
隊
員
及
び
村
民
有
志
に
よ

り
「
一
般
社
団
法
人
マ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ス
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
法
人
は
、
ど

の
よ
う
な
活
動
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

煙
マ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ス
と
は

　
マ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
代
表
理
事
あ
い
さ
つ
を
引
用
し
ま

す
。
　「
人
口
１
２
０
０
人
台
の
初
山
別
村

で
、
現
役
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
加

わ
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と
し
た

非
営
利
法
人
「
一
般
社
団
法
人
マ
ッ
チ

ワ
ー
ク
ス
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
ま
ず

は
設
立
に
あ
た
っ
て
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　『
そ
こ
の
ア
ン
タ
。
こ
の
ま
ま
都
会

で
埋
も
れ
る
な
ん
て
い
た
ま
し
い
ん
で

な
い
の
？
』

こ
ん
な
言
葉
が
刻
ま
れ
た
ポ
ス
タ
ー
が

目
に
留
ま
り
、
私
自
身
初
山
別
村
で
は

初
代
と
な
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
一

員
と
し
て
平
成
　
年
よ
り
活
動
し
て
き

２６

ま
し
た
。
初
山
別
は
若
者
が
必
要
と
さ

れ
る
ニ
ー
ズ
、
夢
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を

持
っ
た
人
々
、
美
し
い
風
景
、
探
せ
ば

い
く
ら
で
も
出
て
き
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
環
境
の
中
で
少
し
で
も
地
域
の
お
役

に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
が
ふ
く
ら
む

一
方
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活

動
で
き
る
期
間
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
あ
く
ま
で
地
域

活
性
化
の
『
き
っ
か
け
』
を
作
る
存
在
。

隊
員
の
定
住
や
地
域
活
性
の
定
着
を
図

る
た
め
に
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

い
う
制
度
か
ら
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
進
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
次
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
、
私
達
は
地
域
活
性
化

を
目
的
と
す
る
法
人
の
設
立
と
い
う
選

択
を
し
ま
し
た
。

　
当
法
人
が
地
域
活
性
化
の
事
業
を
行

う
に
あ
た
り
大
切
に
し
て
い
き
た
い
こ

と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　『
多
く
の
仕
事
＝
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
』
で
『
地

域
の
ニ
ー
ズ
や
期
待
に
応
え
る
＝
ｍ
ａ

ｔ
ｃ
ｈ
』
と
い
う
思
い
と
、
小
さ
な
こ
と

で
も
で
き
る
こ
と
や
や
り
た
い
こ
と
に

ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の

よ
う
に
積
み
重
ね
て
い
こ
う
と
い
う
思

い
を
、
法
人
名
の
『
マ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ス
』

に
込
め
て
い
ま
す
。

　
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
特
に
『
協

働
』
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。初
山
別
を
は
じ

め
地
域
の
皆
さ
ま
の
知
恵
や
協
力
を
お

借
り
し
な
が
ら
、
と
も
に
気
持
ち
の
良

い
汗
を
流
し
な
が
ら
地
域
活
性
の
文
化

が
定
着
し
、
皆
さ
ま
が
地
域
で
明
る
く

楽
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、『
マ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ス
』
が
少
し
で

も
お
力
に
な
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。」

煙
繋
小
屋
（
つ
な
ご
や
）
と
は

　
繋
小
屋
と
は
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
を

改
修
し
て
で
き
た
新
し
い
施
設
の
通
称

で
す
。
村
の
地
方
創
生
総
合
戦
略
の
施

策
の
一
つ
と
し
て
多
世
代
交
流
や
情

報
・
食
の
発
信
拠
点
と
し
て
活
用
予
定

で
す
。
具
体
的
に
は
次
の
事
業
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

　
マ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ス
が
運
営
す
る

住
民
の
交
流
を
目
指
し
た
カ
フ
ェ

で
、
村
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
の

提
供
も
検
討
中
で
す
。
毎
週
水
曜

日
～
土
曜
日
の
　
時
～
　
時
ま
で

１０

１６

の
営
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
・
自
学
塾

　
村
か
ら
の
委
託
を
受
け
、　

月
１１

か
ら
マ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ス
が
主
体
と

な
り
実
施
予
定
で
す
。
毎
週
火
曜

日
・
金
曜
日
、
村
内
の
小
中
高
生

が
自
学
習
慣
を
身
に
つ
け
る
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
・
野
菜
直
売
市

　「
青
空
市
」の
よ
う
に
地
元
で
地

元
の
野
菜
を
購
入
で
き
る
機
会
を

作
り
ま
す
。

　
・
村
民
の
各
室
利
用

　
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
１
・
２
・
３
の

各
部
屋
を
、
村
民
の
方
が
自
由
に

利
用
で
き
る
部
屋
と
し
て
開
放
し

ま
す
。利
用
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

煙
地
方
創
生
か
ら
見
た
「
村
の
拠
点
」

　
昨
年
、
地
方
創
生
推
進
会
議
で
視
察

し
た
島
根
県
雲
南
市
・
海
士
町
で
は
住

宇

◎協働～地域の皆さまと

　　　　ともに取り組む

 　

◎実践～できることから

　　　　やってみる

 　

◎定着～人や取り組みを

　　　　根付かせる

▲昨年８月、ツ・ドウにて開催さ

れた「青空市」。村の農家の方の協

力のもと、大盛況に終わった。

「
一
般
社
団
法
人

マ
 ッ
チ
ワ
ー
ク
ス
」
と
は
？

特 集

秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋号号号号号号号号号号号



民
の
居
場
所
と
な
る
交
流
拠
点
が
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
欠
か
せ
な
い

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　
雲
南
市
中
野
地
区
の「
笑
ん
が
わ
市
」

は
毎
週
木
曜
日
に
農
協
の
空
き
店
舗
を

活
用
し
て
開
か
れ
、
地
元
の
生
鮮
食
品

を
扱
う「
産
直
コ
ー
ナ
ー
」と
コ
ー
ヒ
ー

や
手
作
り
の
お
茶
菓
子
が
安
価
で
楽
し

め
る
「
憩
い
の
コ
ー
ナ
ー
」
が
あ
り
、

空
き
店
舗
の
活
用
と
交
流
の
場
の
提
供

を
実
現
し
て
い
ま
し
た
。

　
離
島
で
あ
る
海
士
町
で
は
「
島
に
図

書
館
が
な
い
」
と
い
う
ハ
ン
デ
を
逆
手

に
取
っ
た
「
島
ま
る
ご
と
図
書
館
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
島
の
学

校
を
中
心
に
、
人
が
集
ま
る
場
所
を

「
図
書
分
館
」
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
し
、
島
全
体
を
一
つ
の
図
書
館
と
す

る
も
の
で
、
本
を
住
民
の
身
近
に
置
く

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
視

察
し
た
熊
本
県
山
都
町
の
「
ア
ユ
ノ
セ

カ
フ
ェ
」
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
若

手
農
家
さ
ん
が
運
営
す
る
山
間
の
集
落

に
あ
る
遊
休
施
設
を
利
用
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
で
あ
り
、
集
落
や
町
内

の
子
供
が
調
理
の
手
伝
い
や
配
膳
を
行

う
「
こ
ど
も
カ
フ
ェ
」
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
地
域
と
密
接

に
関
わ
っ
た
カ
フ
ェ
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
　
各
地
域
ご
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
営
形

態
で
は
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
住
民

か
ら
必
要
と
さ
れ
、
各
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
空
間
を
作
り
、
そ
れ
を
地
域
住

民
の
交
流
を
通
し
て
活
用
し
て
い
ま
し

た
。

煙
最
後
に

　
マ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ス
が
村
の
「
ま
ち
づ

く
り
」
に
関
す
る
こ
と
全
て
を
担
う
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
繋
小
屋

で
行
わ
れ
る
事
業
の
大
半
は
、
村
に
住

む
方
ひ
と
り
ひ
と
り
が
携
わ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
マ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ス
は
あ

く
ま
で
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
主
役
は

あ
く
ま
で
村
の
方
な
の
で
す
。

　
マ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ス
設
立
を
き
っ
か
け

に
、
少
な
か
ら
ず
村
は
変
わ
る
は
ず
で

す
。
こ
の
「
き
っ
か
け
」
を
き
っ
か
け

に
、
皆
さ
ん
も
、
ま
ち
づ
く
り
や
新
し

い
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

烏

▲海士町の「島まるごと図書館」。

人の集まるフェリーターミナル

には、「図書分館」となる本棚が

設置されている。

コラム

地方創生総合戦略とは

　平成２６年１１月に「まち・ひと・しごと創

生法」が制定されてから、村では「村ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略推進会議」

などにおいて様々な検討を行い、地方創生

に係る２つの計画「地方人口ビジョン」「地

方版総合戦略」を策定しました。

　総合戦略とは人口減少問題に対する計画

であり、「しごと部会」「子育て部会」「移

住・生活環境部会」の３つの重点プロジェ

クトで構成されています。新法人設立

（マッチワークス）や多世代交流の拠点づ

くり（繋小屋）は、これらプロジェクトの

具体的な施策です。

　今年は、昨年設置された総合戦略の実施

状況等を点検・検証することを目的とした

「初山別村地方創生総合戦略検証会議」を

設置し、総合戦略の見直しを行っていると

ころです。見直しの結果、必要に応じて総

合戦略を改定する予定です。

「繋小屋」の名前の由来

主に、次の３つから名付けられました。

・自学塾を運営する施設であることから、

　「学舎」である「寺子屋」の意味

・多世代の交流を促し、地域の人と人を

　「繋ぐ」建物（＝小屋）の意味

・みんなで誘い合い、地域を「繋ごうや」

　の意味

地方創生に関するご意見等がございましたら、

村企画振興係（緯６７－２２１１）

までお寄せ下さい。



羽

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
 

正
し
く
知
り
ま
し
ょ
う

　
今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

す
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
村
で

は
十
一
月
か
ら
予
防
接
種
を
順
次
実

施
し
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
普
通
の
風
邪

と
違
い
、
高
熱
や
頭
痛
、
関
節
・
筋

肉
の
痛
み
な
ど
の
全
身
症
状
が
主
で
、

感
染
力
が
非
常
に
強
い
の
が
特
徴
で

す
。
特
に
子
ど
も
や
妊
婦
、
高
齢
者

な
ど
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状

が
重
く
な
っ
た
り
、
持
病
を
悪
化
さ

せ
た
り
し
て
重
症
化
し
や
す
く
、
そ

の
中
で
も
、
高
齢
者
は
肺
炎
を
ま
ね

く
お
そ
れ
が
あ
り
、
肺
炎
が
原
因
で

死
亡
す
る
人
の
ほ

と
ん
ど
が
　
歳
以

６５

上
の
高
齢
者
で
す

の
で
、
さ
ら
に
注

意
が
必
要
で
す
。

 
ど
の
よ
う
に
感
染
す
る
の
？

①
飛
沫
感
染
　

　
感
染
し
た
人
の
せ
き
や
く
し
ゃ

み
の
し
ぶ
き
を
健
康
な
人
が
口
や

鼻
か
ら
吸
い
込
む
こ
と
で
感
染
。

（
主
な
感
染
場
所
は
、
学
校
や
繁

華
街
な
ど
人
が
多
く
集
ま
る
場

所
）

②
接
触
感
染

　
感
染
し
た
人
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
の
つ
い
た
手
で
触
れ

た
も
の
に
、
健
康
な
人
が
後
か
ら

触
れ
る
こ
と
で
間
接
的
に
感
染
。

（
主
な
感
染
場
所
は
、
電
気
の
ス

イ
ッ
チ
や
ド
ア
ノ
ブ
な
ど
）

※
周
囲
の
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め

に
、
せ
き
や
く
し
ゃ
み
が
出
て

い
る
間
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て

「
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

 予
防
法
は
？

①
流
行
す
る
前
に
予
防
接
種
を

　
予
防
接
種
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
発
症
す
る
可
能
性
を
減
ら
し
、

発
症
し
た
と
し
て
も
重
症
化
を
防

ぎ
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
で

る
ま
で
約
２
週
間
か
か
る
の
で
、

早
め
に
毎
年
１
回
定
期
的
に
接
種

し
ま
し
ょ
う
。

②
外
出
後
の
手
洗
い

　
流
水
や
石
け
ん
を
使
っ
た
手
洗

い
で
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
外
出
後
は
手

の
ひ
ら
、
手
の
甲
、
指
先
、
指
の

間
や
手
首
ま
で
し
っ
か
り
洗
い
ま

し
ょ
う
。

③
人
ご
み
を
避
け
る

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
シ
ー

ズ
ン
は
、
人
が
多
い
と
こ
ろ
へ
の

外
出
は
極
力
さ
け
ま
し
ょ
う
。
や

む
を
得
ず
行
く
場
合
は
、
マ
ス
ク

を
つ
け
、
咳
を
し
て
い
る
人
に
近

づ
か
な
い
な
ど
、
感
染
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

④
適
度
な
湿
度
を

　
空
気
が
乾
燥
す
る
と
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
や
す
く
な
る
た
め
、
室
内
で

は
加
湿
器
な
ど
を
使
用
し
、　

～
５０

　
％
の
湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

６０

 早
め
の
治
療
が
大
切
？

　
発
症
し
て
か
ら
　
時
間
を
過
ぎ
る

４８

と
体
内
の
ウ
イ
ル
ス
が
増
え
す
ぎ
て
、

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
の
効
果
が
期

待
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
早
め

の
受
診
が
大
切
で
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
し
っ
か
り
対

策
を
す
れ
ば
怖
く
あ
り
ま
せ
ん
。
日

頃
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

を
と
り
、
十
分
に
睡
眠
を
と
っ
て
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
負
け
な
い
身
体
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。（

担
当
　
大
水
）

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す



迂

全
国
地
域
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
！

☆
実
施
期
間

　
　
月
　
日
　
～

１０

１１

（火）

　
　
　
　
月
　
日
　
の
　
日
間

１０

２０

（木）

１０

☆
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
、

以
下
の
点
に
注
意
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

○
子
供
を
犯
罪
被
害
か
ら
守
る
た
め
、

「
い
か
の
お
す
し
」
の
防
犯
標
語

を
使
っ
た
繰
り
返
し
の
防
犯
指
導

や
、
登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

防
犯
標
語
「
い
か
の
お
す
し
」

「
い
か
」～
つ
い
て
「
い
か
」
な
い

「
の
」～
く
る
ま
に
「
の
」
ら
な
い

「
お
」～「
お
」
お
き
な
こ
え
を
だ
す

「
す
」～「
す
」
ぐ
に
に
げ
る

「
し
」～
だ
れ
か
に
「
し
」
ら
せ
る

○
女
性
が
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
、
夜
間
に
人
通
り
の
少
な
い
道

を
歩
く
の
は
避
け
る
と
と
も
に
、

イ
ヤ
ホ
ン
で
音
楽
を
聴
い
た
り
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し
な
が
ら

歩
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
息
子
や
甥
を
語
り
「
会
社
の
お
金

を
入
れ
た
か
ば
ん
が
盗
ま
れ
た
」

な
ど
と
言
っ
て
、
お
金
を
要
求
し

て
き
た
ら
詐
欺
で
す
。

○
「
医
療
費
の
還
付
金
を
近
く
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
で
受
け
取
れ
ま
す
」、「
不
正

に
使
用
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
自
宅
へ
取
り
に
伺
い
ま
す
」

な
ど
と
言
わ
れ
た
ら
詐
欺
で
す
。

○
特
殊
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
、
お
金
の
要
求
や
儲
け
話
に
は

注
意
を
し
て
、
怪
し
い
と
感
じ
た

ら
す
ぐ
に
家
族
や
警
察
相
談
電
話

＃
９
１
１
０
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

○
侵
入
窃
盗
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
、
出
か
け
る
と
き
に
は
確
実
な

施
錠
と
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
や
防

犯
カ
メ
ラ
な
ど
の
防
犯
器
具
を
取

り
付
け
ま
し
ょ
う
。

○
器
物
損
壊
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
、
車
の
路
上
駐
車
は
せ
ず
、
自

宅
敷
地
内
の
車
庫
や
人
目
に
つ
き

や
す
い
駐
車
場
内
に
駐
車
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

羽
幌
警
察
署

　
緯
０
１
６
４
倆
　
倆
１
１
１
０
　

６２

　
現
地
の
人
と
暮
ら
し
な
が
ら
、
そ

の
国
の
発
展
を
支
援
す
る
草
の
根
レ

ベ
ル
の
国
際
協
力
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
？

応
募
資
格
：
　
月
４
日
現
在
、　

歳

１１

２０

以
上
　
歳
未
満
の
日
本
国
籍
保
持
者

３９

（
シ
ニ
ア
は
　
歳
以
上
　
歳
未
満
）

４０

６９

　
た
だ
し
、
青
年
海
外
協
力
隊
は
２

０
１
７
年
４
月
１
日
現
在
満
　
歳
で

２０

あ
れ
ば
募
集
可
能
で
す
。

締
め
切
り
：
　

月
４
日

１１

待
遇
：
往
復
渡
航
費
及
び
現
地
で
の

生
活
・
住
居
費
を
支
給

※
応
募
方
法
等
の
詳
し
い
内
容
は
、

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
旭
川
デ
ス
ク

電
話
：
０
１
６
６
倆
　
倆
８
８
０
５

２２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

h
ttp
://w

w
w
.jica
.g
o
.jp
/sa
p
p
o
ro

 
   
    
 
 
     
  
 
   
   
 
 
 
  /

 

「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
　
北
海
道
」
で
検
索
！

お
知
ら

お
知
ら
せせ

世
界
の
笑
顔
を広

げ
る
シ
ゴ
ト

～
青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
！

み
ん
な
で
築
こ
う
、

安
全
で
安
心
な
大
地

※ 一部ご利用いただけない市町村もあります。



　
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及

び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生

年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た

場
合
と
同
様
に
、
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控

除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

　
年
１
月
か
ら
　
月
ま
で
に
納
め
ら

２８

１２

れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の

年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含

ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で

は
な
く
、
配
偶
者
や
ご
家
族
（
お
子

様
等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保

険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の

保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
　
年
中
に
納
付
し
た

２８

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会

保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き

に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
　
年
１
月
１
日

２８

か
ら
９
月
　
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

３０

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、

　
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

１１「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、

申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の

証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。（
平
成
　
年
　
月
１

２８

１０

日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
の
間
に
、
今

１２

３１

年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
ら
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
２
月
上

旬
に
送
ら
れ
ま
す
。）

　
税
法
上
と
し
て
も
有
利
な
国
民
年

金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事

故
な
ど
万
一
の
時
に
も
心
強
い
味
方

と
な
る
制
度
で
す
。
保
険
料
は
納
め

忘
れ
の
無
い
よ
う
キ
チ
ン
と
納
め
ま

し
ょ
う
。

　
留
萌
管
内
の
特
産
品
と
イ
ベ
ン
ト

が
満
載
の
美
味
し
く
て
楽
し
い
、

「
よ
り
み
ち
の
駅
フ
ェ
ス
タ
２
０
１

６
」。

　
６
回
目
の
今
年
も
盛
り
だ
く
さ

ん
！
　
ぜ
ひ
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
　
月
　
日
　
　
時
～
　
時

１０

２２

（土）
１０

１４

場
所
　
北
海
道
留
萌
合
同
庁
舎

内
容
　
住
ま
い
の
リ
フ
ォ
ー
ム
セ
ミ

ナ
ー
、
よ
り
み
ち
マ
ル
シ
ェ
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
抽
選
会
、

ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
集
合
ほ
か

お
問
い
合
わ
せ

　
留
萌
振
興
局
総
合
案
内

　
緯
０
１
６
４
倆
　
倆
８
４
０
４

４２

　
平
成
　
年
７
月
１
日
か
ら
、　

歳

２８

３０

未
満
を
対
象
と
し
た
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
の
対
象
年
齢
が
拡
大
さ
れ
、

　
歳
未
満
を
対
象
と
し
た
納
付
猶
予

５０制
度
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
平
成
　
年
６
月
以
前
の

２８

期
間
は
、
引
き
続
き
　
歳
未
満
で

３０

あ
っ
た
期
間
が
納
付
猶
予
制
度
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　
所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
、
納
付
猶
予
制

度
の
他
に
も
、
免
除
制
度
等
も
あ
り

ま
す
の
で
、
役
場
住
民
課
国
民
年
金

担
当
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て

い
た
だ
け
な
い
方
に
対
し
て
、
電
話
、

書
面
、
面
談
に
よ
り
早
期
に
納
め
て

い
た
だ
く
よ
う
案
内
を
お
こ
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強

制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を

行
い
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納

付
が
無
い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ

れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
※
納
付
義
務

の
あ
る
方
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
※
納
付
義
務
者
は
被
保
険
者
本
人
、

連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を
負
う
配

偶
者
及
び
世
帯
主
で
す
。

雨

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

「
よ
り
み
ち
の
駅
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
６
」
を
開
催
し
ま
す

国
年
納
付
猶
予
制
度
の
　
歳
５０

未
満
へ
の
拡
大
に
つ
い
て

必ずチェック 最低賃金！使用者も、労働者も

北海道最低賃金
　北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働くすべての労

働者（臨時、パートタイマー、アルバイト等を含む。）に適用され

る北海道最低賃金が次のとおり改定されます。

 最低賃金額 　時間額786 円　  効力発生年月日 　平成２８年１０月１日

　　　　　　　　　　　　　厚生労働省　北海道労働局
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　労働基準監督署（支署）



卯

１．内科の予約の無い患者さまは９時３０分からの診察となります。

２．コンタクトレンズの処方は行っていませんのでご了承ください。

　平日は、北海道立消費生活センター、土日祝日は、
国民生活センターにつながります。
　役場では、経済課水産商工係が窓口です。

消費生活に関する相談は
消費者ホットラインへ

0570－064－370

一人で悩まず、まずは相談して下さい。

◎上記診療予定は変更となることもありますことを

ご了承ください。

転　　入

９／１３　安　田　　　眞（初山別）

　　　　　　　　宏　香

　　　　　　　　あかり

お 誕 生

９／１４　中　村　 灯 　 希 （初山別）
とも き

（父：拓人　母：このみ）

おくやみ

９／２９　岩　井　利　雄

　　　　　　　　　７７歳（豊　岬）

お
 知
 
ら
 せ

★夜間・土日・祝日診療は緊急性のある重篤な患者さまに限らせ

ていただきます。

★緊急性のない軽傷の患者様は、夜間・土日・祝日の受診は控え

ていただき、平日の診療時間内に受診されるようご協力願いま

す。（なお、病状などでご心配なときや、受診を希望される場合

は看護師がご相談を承りますので、まず電話でご相談ください。

ご相談の内容によって医師と相談し、すぐに受診いただいたほ

うがよいか判断させていただきます。）電話 ０１６４－６２－６０６０

ひ と の う ご き

～平成２８年９月末～

人口と世帯数
人口 １,２４９人 （＋４人）
 男 ６０５人
 女 ６４４人
 世帯数 　５７５世帯 （＋２世帯）

（　） は前月比

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 【平成２８年１１月分 外来診療体制】

受付時間等応 援 医 師
金木水火月

診　療　科
午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

○○－○○○－○○○内 科

８：００～１１：００留萌市立 高橋院長代行第５水曜日（３０日）午前中のみ　完全予約制循環器内科

１１月は都合により休診予約○－－－－－－－－呼吸器内科

８：００～１１：００
（電話予約できます）
（診察は１０：００から）

（担当　佐 尾々医長）－－－○－－－－－－消化器内科

１１月は都合により休診予約－－－－－－－－－禁　煙　外　来

８：００～１１：００－○－○－○－○－○外 科

８：００～１１：００－○－○－○－○－○整 形 外 科

渡部整形外科
渡部院長

第２・４火曜日（８日・２２日）午後
整形専門外来
（完全予約制）

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大 井上講師
第１・３月曜日　午前・午後
（７日・２１日）

－○－○－○－○○○小 児 科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

－－－－－－○○－－婦 人 科

（電話にて申込み）（当院助産師）－－－－－－予約予約－－ミルキー外来

８：００～１１：００旭川医大より－－－－－－－○－－眼科（完全予約制）

８：００～１１：００札幌医大より－－－－－－－－－○皮 膚 科

８：００～１１：００札幌医大より第１・３・５水曜日（２日・１６日・３０日）午前中のみ耳 鼻 咽 喉 科

８：００～１０：３０札幌医大より毎週木曜日　午前中のみ泌 尿 器 科

札幌医大 小林講師月１回（紹介患者のみ）精 神 科



　初山別村民憲章　　自然を愛し、いつもきれいな村にしましょう。
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● 今月の主な行事予定 ●
（１０／１１～１１／１１）

行　　　　　事　　　　　等日月

広報しょさんべつ配布（１０月号）１１昇

　

月

１０

ほしっこくらぶ１２昌

予防接種１３昭

１４晶

１５松

１６掌

１７捷

１８昇

１９昌

２０昭

破砕・危険ごみ収集日（初山別・千代田地区）２１晶

留萌管内女性大会２２松

２３掌

２４捷

広報配布（お知らせ版）２５昇

ほしっこくらぶ会場開放日２６昌

乳幼児健診２７昭

２８晶

２９松

３０掌

３１捷

初山別村文化祭（～３日まで）１昇

　

月

１１
２昌

文化の日
初山別村芸能発表会

３昭

４晶

インフルエンザ予防接種（初山別）５松

６掌

７捷

８昇

ほしっこくらぶ９昌

インフルエンザ予防接種（有明）１０昭

広報しょさんべつ配布（１１月号）１１晶

消防初山別支署からのお知らせ！
平成２５年４月１日から

ご理解とご協力をお願いします

救救 急急 出動する消防車両は、
道路交通法に則り緊急走行時
サイレンを吹鳴しています。

　９月２４日、初山別

村みさき台公園にて

村観光協会主催の

「しょさんべつ秋の

味覚！収穫祭！！」が

開催されました。

　内容は、早朝に水

揚げされたばかりの

サケの販売や、イ

モ・カボチャなどの

農産物の販売。お昼

頃からは、牛乳とカ

ボチャコロッケの無料配布が行われ、多くのお

客さんが駆けつけました。

　巨大カボチャの重量当てクイズでは、サケ販

売担当の方が賞品のサケを当てるなどのハプニ

ングがあるなど、大盛況に終わったイベントと

なりました。

し ょ さ ん べ つ秋の味覚 ！ 収穫祭 ！！

　９月５日から９月１１日までの間、宮丸花子さ

ん（大阪府・写真左下）とヨハン・スカープさ

ん（オランダ・写真中央）が初山別村を訪れま

した。

　お二人は村在住の

ご友人の紹介により

村への滞在を決め、

地元住民との交流を

楽しみました。

　今年度のちょっと

暮らし体験者は、これで３組目となります。

「ちょっと暮らし」の方が来ました

「初山別村 」 の代表とし て完走！！
北海道マラソン

　今年で３０回目を迎える北海道マラソンの記念

企画として、北海道内の全１７９市町村から各１

名が出場する「１７９市町村参加企画」が行われ

ました。

　この企画の初山別村代表として長谷川孝之さ

ん（写真左）が出場し、１１．５ｋｍ（ファンラン）

を見事完走しました。

　写真は、ゴール地点

で息子さんと撮影した

ものです。

お疲れ様でした！

（８月２８日）


